
ご案内  

　ギャラリー・パルクでは、2013年の最後の展覧会として12月06日［金］から12月27日［金］まで、高橋耕平による個展「 HARADA-san 」を開催いたします。
　京都出身・在住の美術作家・高橋耕平（たかはし・こうへい/ 京都・1977～）は、京都精華大学で版画と写真を学び、大学院芸術研究科を2002年に卒業後
は、アーティストとしての個人活動のみならずアートユニットでの発表やコラボレーションワークなどにも精力的に取り組むほか、自主企画によるグループ展
の企画やオルタナティブ・スペース「MUZZ PROGRAM SPACE」の設立・運営など、幅広い活動を続けています。

　2006年よりとりわけ映像メディアを用いた作品制作・発表に取り組む高橋は、「反復」や「複製」などのキーワードを手がかりに、同じ動作やイメージの反復
によってそこに「比較や差異」への思考を介入させ、それにより「固有」であることの定義や条件を問いかける作品を発表しています。まるで写真の様にも見え
る静止した人物を撮影した映像作品や、シンクロする二つの映像の片方にのみ一瞬のズレを与えた作品などは、いずれも時間軸を持つ映像表現でありなが
ら、そこでは文脈や始まり・終わりなどの定型は排除され、鑑賞者は自らの見ている対象の存在や定義を再構築する必要に迫られます。また、これらは映像表
現でありながら、高橋が設定したルールや条件を基にしたいわば「演劇的」なパフォーマンスの記録という側面をも合わせ持ち、そこに「記録・演出・アクシデ
ント・編集」といった要素が意図的に混在することで、「映像」が特定のコンテクストを形づくることを回避しているといえます。

　高橋の個展となる本展「HARADA-san」は、京都のギャラリー界隈では有名な存在であるアートウォッチャー「はらださん」への数ヶ月に渡る撮影・取材を
もとにしたドキュメンタリーを中心に構成されます。はらださんの京都市内のギャラリー巡りの様子から、日本のアート界及び日本社会に対する提言、生活の
様子、ギャンブル、愛用の自転車の手入れ、思い出の場所への訪問、撮影者（高橋）とのやりとりなどによる1時間に及ぶ映像は、これまでに高橋の作品に見ら
れた「要素の均質化によるコンテクストの不成立」から一転し、「はらださんの個人史」という生々しい文脈をなぞりながら進行します。

　これまでの「演劇的」な構造から離れ、「他者のありのままのドキュメント」という形式を纏って紡がれるこの「はらださん」による「はらだ史」は、一見して「真実」
として鑑賞者に受け入れを迫ります。しかしそれが、事実を再演（反復・複製）されるなかで編集された、いわば「事実の記憶」という検証不能な物語であること
や、ドキュメントいう形式が内包する他者（撮影者）の存在に思いいたるなかで、鑑賞者は次第に「真実（唯一）」を疑い（あるいは信じ）はじめるのではないでしょ
うか。真実・架空・事実・演出・記録・物語など、すべてがこれまで以上に混沌とした作品を見終えた時、果たして「鑑賞者にとってのはらださん」はどのような存
在となっているのでしょうか。

【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

HARADA-san
KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
高橋耕平 展

2013年12月06日［金］ ─ 12月27日［金］  11：00～19：00　＊月曜休廊・金曜のみ20：00まで

P re s s  Re l e a se : 2013 . 11 . 27

【広報画像01＿本展DM】



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

HARADA-san
KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
高橋耕平 展

2013年12月06日［金］ ─ 12月27日［金］  11：00～19：00　＊月曜休廊・金曜のみ20：00まで

P re s s  Re l e a se : 2013 . 11 . 27

【広報画像01＿本展DM】本展の周知・広報にご協力頂ける際に、広報用画像をご用意しております。本リリース掲載画像からご希望の画像番号および掲載媒体情報を明記の上、
【info@galleryparc.com】迄ご連絡ください。尚、個人の鑑賞および利用を目的とする場合は、画像の貸出しはお断りしておりますのでご了承ください。

展 覧 会 名  HARADA-san　高橋耕平 展　KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
出 品 作 家  高橋 耕平（たかはし・こうへい）　作家HP【http://takahashi-kohei.jp】
会 　 　 期  2013年12月06日（金） ─ 12月27日（金）  11：00～19：00　※月曜休廊・金曜のみ20：00まで開廊
主 　 　 催  Gallery PARC　＊京都芸術センター制作支援事業
料 　 　 金  無料
展 示 内 容  【映像・インスタレーション】　
 美術作家・高橋耕平の個展となる本展「HARADA-san」は、京都のギャラリー界隈では有名な存在であるアートウォッチャー「はらださん」へ

の数ヶ月に渡る撮影・取材をもとにしたドキュメンタリーを中心に構成。はらださんの京都市内のギャラリー巡りの様子から、日本のアート
界及び日本社会に対する提言、生活の様子、思い出の場所への訪問、撮影者（高橋）とのやりとりなど1時間に及ぶ映像を中心としたインス
タレーションにより、検証不能な個人の事実を展示し「真実」の不確かさを顕在化させる。

 尚、高橋耕平は京都芸術センターによる「作家ドラフト2014」への入選により、2014年2月に「作家ドラフト2014 高橋耕平『史と詩と私と』展」（京都芸術センタ
ー南ギャラリー）を開催予定。本展はそれに先駆け、その内容や構造などの一部を補完しあう構成となっています。

会　　場 Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］
 〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル
 【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

アクセス 阪急河原町駅・三条京阪駅より徒歩10分、地下鉄東西線京都市役所前駅より徒歩3分。
 三条通・御幸町通の交差点北西角［グランマーブル］店舗内2階　

問い合わせ Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］ （正木・永尾）
 〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
 【Tel＆Fax】 075-231-0706 【Mail】 info@galleryparc.com　

【広報画像02】

《meeting or monologue》
HD 映像（12分03秒）、2012年制作
「かげうつし - 写映｜遷移｜伝染」

京都市立芸術大学ギャラリー＠kcua1,2、京都、2012年
©TAKAHASHI KOHEI



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

HARADA-san
KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
高橋耕平 展

2013年12月06日［金］ ─ 12月27日［金］  11：00～19：00　＊月曜休廊・金曜のみ20：00まで

P re s s  Re l e a se : 2013 . 11 . 27

【広報画像03_04】

《Sight of the blinking. 2》
HD 映像（7分39秒）、2012年制作

「かげうつし - 写映｜遷移｜伝染」京都市立芸術大学ギャラリー＠kcua1,2、京都、2012年
©TAKAHASHI KOHEI



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

HARADA-san
KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
高橋耕平 展

2013年12月06日［金］ ─ 12月27日［金］  11：00～19：00　＊月曜休廊・金曜のみ20：00まで

P re s s  Re l e a se : 2013 . 11 . 27

【広報画像05】

《moshi-moshi_3》
HD 映像（15分02秒）、2012年制作

「『消息-Presage』鈴木崇＋高橋耕平」
HI-NEST BLDG. 、京都、2012年

©TAKAHASHI KOHEI

髙橋 耕平　TAKAHASHI KOHEI
【s t a t em e n t】

早朝から日暮れまで山に入り柴を集め幾つもの束にする、同じ深さの溝をクワで畑に掘る、

手作業で苗を等間隔に植えて行く、傷入りとそうでない小豆を袋に選り分ける。

毎年繰り返される日本昔話さながらの農耕を横目に見ながら山間の小さな地域で生まれ

育った私は、故郷を離れて生活するようになってから、農耕の様に暦に従って繰り返される

行為それ自体や、繰り返しの中に生まれる差異や共通性について次第に考えるようになった。

私の制作では大抵、像と像、行動と行動、ルールとルールなど、二つ以上の事象を同じ

フレームや場所に持ち込む。また自然や人間に起こるささやかな事象・事故の観察を行う。

本来個別に認識していたもの同士の共通性と差異の顕在化を通して、人や事象の固有性、

経験の一回性、つまり唯一性の所在を露にする。

それにより浮き上がる個と全体の関係、或はこの世界と私の関係について言及することが

私の興味であり制作であると考える。作品はそれら双方の関係の中を自由に行き来する

いわば媒介者として制作される。



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

HARADA-san
KOHEI TAKAHASHI solo exhibition
高橋耕平 展

2013年12月06日［金］ ─ 12月27日［金］  11：00～19：00　＊月曜休廊・金曜のみ20：00まで

P re s s  Re l e a se : 2013 . 11 . 27

【広報画像06】

 《About the outline of "me" and "you." About the outline of "you" and "me.”》
HDビデオ（6分59秒）、2011年制作

「かげうつし - 写映｜遷移｜伝染」京都市立芸術大学ギャラリー＠kcua1,2、京都、2012
©TAKAHASHI KOHEI

【広報画像07】

《Kyoto-takedawakunoi_03142012_01》
C-print on alpolic panel, 33.2cm × 50cm, edition:3、2012年制作

「『消息-Presage』鈴木崇＋高橋耕平」
HI-NEST BLDG. 、京都、2012年

©TAKAHASHI KOHEI

【広報画像08】

「TAKE - A little action and small accident」展示風景 
京都造形芸術大学 Gallery RAKU、京都、2008年

【C . V .】
高橋耕平｜Kohei Takahashi
1977 京都府生まれ、京都市在住
2002 京都精華大学大学院芸術研究科修了

〈個展〉
2008 「TAKE - A little action and small accident」 京都造形芸術大学 Gallery RAKU
2006 「emotional pictures」 shin-bi、京都
2004 「高橋耕平 展」 O Gallery eyes、大阪
2003 「PICK」 信濃橋画廊、大阪
2001 「高橋耕平 展」 信濃橋画廊、大阪

〈主なグループ展〉
2013 「新収蔵品紹介１ ｜信濃橋コレクション」兵庫県立美術館
 「3331 ART COLLECTOR FAIR」3331 Arts Chiyoda 1F メインギャラリー、東京
2012 「かげうつし - 写映｜遷移｜伝染」京都市立芸術大学ギャラリー＠kcua1,2
 「加納俊輔・髙橋耕平展『パズルと反芻』」island MEDIUM, NADiff window gallery, 

実家JIKKA、東京都内3 会場で開催
 「『消息-Presage』鈴木崇＋高橋耕平」 HI-NEST BLDG. 、京都
2011 「加納俊輔・髙橋耕平展『パズルと反芻』」 Social Kitchenほか京都市内3会場で開催
 「イコノフォビア―図像の魅惑と恐怖―」 愛知県美術館ギャラリー、florist_gallery N、名古屋
2010 「global connections and implications」 Lousiana State University、アメリカ
 「The same thing or similar things, and an action.」 AD&A gallery、大阪
 「T と T たち- アーティストと、他者としてのアーティスト」名古屋大学教養教育院プ

ロジェクトギャラリー『clas』、名古屋
2009 「feat. huntorama salon show」 muzz program space、京都
 「NEW bORDER 展」 蛸蔵、高知 ※2
 「自宅から美術館へ 田中恒子コレクション」和歌山県立近代美術館 ※1
2008 「Small Token,between little stories and public sphere」Liverpool Street 

Studios Gallery,S.A School of Art, University of South Australia、アデレード･
オーストラリア ※1

2007 「WORM HOLE episode5,Takuma ISHIKAWA+Kohei TAKAHASHI」magical artroom、東京
 「吉原治良賞記念アートプロジェクト2008 入選展」大阪府立現代美術センター ※1
 「夢をみる夢-3 つの共有計画」大阪府立現代美術センター サテライトstudio ※1
 「版という距離」京都芸術センター
 「Independent2007-Double Reality-」愛知県立美術館ギャラリー
2006 「夢をみる夢-13 月の日記-」京都造形芸術大学 GALLERY RAKU、京都
 「Material: White Book」 Nomart Edition,Cube & Loft、大阪
 「版画の力-Power of Imaging」成安造形大学ギャラリーアートサイト、滋賀
 「Jehresgarben」 Nomart Edition、大阪
2002 「ISEA2002.MEDIASELECT - 不死身の空間」」名古屋市民ギャラリー矢田
 「Nomart Projects 2001, Project 1, vol.3 イメージと物質性」Nomart Edition.Project 

Space、大阪
 ※1：大崎のぶゆき、高橋耕平、田中さつきによるアーティストユニットととして参加
 ※2：澤崎賢一＋高橋耕平として参加

この他にも、映像上映やワークショップを多数開催。
2013年よりアートプロジェクト：「予言と矛盾のアクロバット」（増本泰斗＋菅かおる＋高橋耕
平＋田中和人、他）を開始。また同年より開始したアクティビズムとして「積極的な反復 vol.0
～1」などに継続的に取り組む。

■パブリックコレクション
 京都精華精華大学、兵庫県立美術館（信濃橋コレクション）、町田市立国際版画美術

館、和歌山県立近代美術館（ユニットワーク：大崎のぶゆき、高橋耕平、田中さつき）

■ 今後の予定
2014 「作家ドラフト2014 高橋耕平『史と詩と私と』展」（仮）
 2014 年2 月8 日（土）～ 3 月9 日（日）
 京都芸術センター南ギャラリー


